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人
は
な
ぜ
旅
に
出
た
の
か

神
吉
創
二
（
幼
稚
舎
教
諭
）
著　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
２
５
９
２
円

（
２
０
１
４
年
７
月
）

　

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
地
中
海
を
中
心

と
し
た
東
西
南
北
の
諸
地
域
間
の
交
流
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
経
済
的
成
長
も
相
ま
っ
て
、

そ
の
勢
い
を
格
段
に
増
し
た
。
当
時
の
西
ア
ジ

ア
や
北
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し
た
老

若
男
女
は
何
を
求
め
、
ど
の
よ
う
に
旅
を
し
た

の
か
。
そ
し
て
旅
の
情
景
や
自
身
の
思
索
、
異

文
化
と
の
接
触
交
流
を
、
い
か
に
記
述
し
た
の

か
│
│
。

　

本
書
で
は
、
旅
や
移
動
を
め
ぐ
る
記
述
を
ど

う
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
探
求
す
る
。
残
さ
れ

た
多
様
な
史
料
か
ら
、
旅
人
た
ち
を
取
り
巻
い

た
世
界
や
時
代
の
刻
印
を
、
12
人
の
研
究
者
が

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
視
角
か
ら
読
み
解
い
て
ゆ
く
。

◉
池
上
直
己
（
医
学
部
教
授
）
著

『
医
療
・
介
護
問
題
を
読
み
解
く
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
／
１
０
８
０
円
（
２
０
１
４

年
６
月
）

◉
原
大
地
（
商
学
部
准
教
授
）
著

『
マ
ラ
ル
メ
│
不
在
の
懐
胎
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
／
３
０
２
４
円
（
２
０
１
４
年

６
月
）

◉
野
口
和
行
（
体
育
研
究
所
准
教
授
）
ほ
か
著

『
自
閉
症
と
豊
か
な
暮
ら
し
│
キ
ャ
ン
プ
・
ロ
イ
ヤ
ル
か
ら
学
ぶ
』
晃
洋
書
房
／

２
１
６
０
円
（
２
０
１
４
年
７
月
）

◉
横
手
慎
二
（
法
学
部
教
授
）
著

『
ス
タ
ー
リ
ン
「
非
道
の
独
裁
者
」
の
実
像
』
中
公
新
書
／
９
７
２
円
（
２
０
１
４
年

７
月
）

◉
鹿
又
伸
夫
（
文
学
部
教
授
）
著

『
何
が
進
学
格
差
を
作
る
の
か
│
社
会
階
層
研
究
の
立
場
か
ら
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
／
７
５
６
円
（
２
０
１
４
年
８
月
）

◉
オ
リ
ー
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
ラ
ン
ド
著
、
和
気
洋
子
（
名
誉
教
授
）
訳

『
マ
ッ
サ
ン
と
リ
タ
│
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ウ
イ
ス
キ
ー
の
誕
生
』
N
H
K
出
版
／

２
１
６
０
円
（
２
０
１
４
年
８
月
）

教
職
員
執
筆
の
新
刊

（価格は全て税込／編著者の職名は原則として発行当時のもの）

B O O K W I N D O W S
慶應義塾に関連した出版物や教職員の新刊著書などを中心に、本に関する情報をお届けします。

『
伝
記
　
小
泉
信
三
』

慶
應
義
塾
こ
の
一
冊

長
谷
部
史
彦
（
文
学
部
教
授
）
編
著

岩
波
敦
子
（
常
任
理
事
、理
工
学
部
教
授
）、神
崎
忠
昭
（
文

学
部
教
授
）、
藤
木
健
二
（
文
学
部
助
教
）
ほ
か
著

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
／
３
７
８
０
円

（
２
０
１
４
年
３
月
）

『
地
中
海
世
界
の
旅
人

　
　
　
　
　
│
移
動
と
記
述
の
中
近
世
史
』

　

第
二
次
世
界
大
戦
時
、
国
か
ら
受
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
圧
迫
か
ら
義
塾
を
守
り
抜
い
た
第
７
代
塾
長
、

小
泉
信
三
。
学
徒
出
陣
前
の
「
最
後
の
早
慶
戦
」

を
実
現
さ
せ
た
立
役
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
彼
は
、

文
筆
家
と
し
て
、
ま
た
今
上
天
皇
の
皇
太
子
時
代

の
御
教
育
常
時
参
与
と
し
て
、
戦
後
の
日
本
を
支

え
た
。
義
塾
を
愛
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
家
族

を
愛
し
た
そ
の
生
涯
を
、
平
易
な
文
体
で
生
き
生

き
と
描
い
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え
て
読
め
る

伝
記
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
義
塾
の
歴
史
を
知
る

上
で
も
貴
重
な
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
読
書
の
秋
、

ぜ
ひ
親
子
で
手
に
取
っ
て
読
ん
で
ほ
し
い
。


